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平
成
27
年
度春季

消
防
演
習

　

５
月
３
日（
日
）、
大
蔵
村
春
季
消
防
演
習
が
大
蔵
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
早
坂
恭
一
団
長
以
下
２
８
１
名
の

大
蔵
村
消
防
団
員
、
婦
人
消
防
協
力
班
が
集
結
し
、
火
災
や
災
害
か
ら

村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
団
員
と
し
て
の
使
命
感
あ
ふ

れ
る
士
気
高
ら
か
な
演
習
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

確
実
軽
快
で
統
制
あ
る
小
隊
・
各
個
訓
練
、
規
律
厳
正
な
小
型
ポ
ン

プ
操
法
、
威
風
堂
々
と
し
た
分
列
行
進
、
全
分
団
に
よ
る
圧
巻
の
一
斉

放
水
な
ど
、
日
頃
の
訓
練
の
様
子
を
披
露
す
る
団
員
の
姿
は
、
地
域
を

守
る
た
の
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

演
習
途
中
に
は
、
法
被
を
ま
と
っ
た
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
が
登
場
し
、
そ
の
か
わ
い
ら
し
い
演
技
と
力
強
い
防
火
の
ち
か
い
に
、

会
場
は
ひ
と
際
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
永
年
地
域
防
災
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
た
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

▼
消
防
庁
長
官
表
彰

（
１
）
永
年
勤
続
功
労
章

　

本
部
付
分
団
長	

佐
藤
和
男

（
２
）
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

　

○
25
年
以
上

鈴
木
君
德
、
早
坂
健
一

須
藤
英
光
、
国
分　

亨

柿
崎　

泉
、
須
藤
仁
志

　

○
15
年
以
上

柿
崎
康
宏
、
伊
藤
敏
美

渡
辺
辰
美
、
早
坂
一
紀

長
南
順
悦
、
門
脇
健
次

国
分
邦
雄
、
後
藤
陽
一

八
鍬　

進
、
菅
野　

誠

▼
山
形
県
知
事
表
彰

（
１
）
金
条
章

　
　
　

第
５
分
団

（
２
）
特
別
功
労
章

　

第
１
分
団
長	

中
島
博
登
志

（
３
）
功
労
章

　

第
４
分
団
長	
大
竹
清
彦

　

第
６
分
団
長	
門
脇
和
宏

　

第
２
分
団
長	

早
坂　

学

（
４
）
功
績
章

　

第
３
分
団
第
１
部　

国
分
政
光

第
４
分
団
第
２
部　

片
見
真
司

○
20
年

第
６
分
団
第
１
部　
三
原
藤
美
也

第
４
分
団
第
１
部　

五
十
嵐
寿

第
５
分
団
第
１
部　

柿
崎
清
彦

第
１
分
団
第
１
部　

東
谷
英
真

第
６
分
団
第
２
部　

長
南
克
弘

○
15
年

第
１
分
団
第
３
部　

早
坂　

誠

第
１
分
団
第
１
部　

海
藤
敏
文

第
７
分
団
第
１
部　

斉
藤
和
孝

第
２
分
団
第
２
部　

加
藤
宏
也

第
２
分
団
第
１
部　

早
坂
吉
和

第
３
分
団
第
１
部　

鈴
木　

浩

第
５
分
団
第
１
部　

柿
﨑
義
和

第
６
分
団
第
２
部　

長
南　

哲

▼
最
上
支
部
長
表
彰

（
１
）
銀
条
章

　
　
　

第
３
分
団
第
１
部

（
２
）
優
功
章

第
５
分
団
長	

柿
﨑
光
昭

第
１
分
団
長	

中
島
博
登
志

第
６
分
団
長	

門
脇
和
宏

（
３
）
精
励
章

第
２
分
団
第
１
部　

國
分　

広

第
７
分
団
第
１
部　

奥
山
浩
喜

第
５
分
団
第
１
部　

髙
山
和
彦

第
３
分
団
第
１
部　

柿
﨑
勝
吉

（
４
）
家
族
功
労
者
章

　

白
須
賀　

早
坂　

春
美（ 

学 

）
（
５
）
精
練
章

　

第
１
分
団
第
３
部　

早
坂　

誠

　

第
１
分
団
第
１
部　

中
島
俊
信

　

第
４
分
団
第
１
部　

清
水　

清

（
６
）
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

鈴
木
君
德
、
早
坂
健
一

須
藤
英
光
、
渡
辺
辰
美

国
分　

亨
、
長
南
順
悦

門
脇
健
次
、
国
分
邦
雄

柿
崎　

泉
、
須
藤
仁
志

後
藤
陽
一
、
八
鍬　

進

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
１
）
功
績
章

　

本
部
付
分
団
長　
　

長
南
一
彦

（
２
）
精
績
章

　

第
７
分
団
長　
　
　

横
山
重
樹

（
３
）
勤
続
章

　

本
部
付
分
団
長　
　

長
南
一
彦

第
２
分
団
第
２
部　

古
瀬
照
良

第
５
分
団
第
１
部　

柿
崎
雄
司

▼
山
形
県
消
防
協
会
表
彰

（
１
）
竿
頭
綬

　
　
　

第
７
分
団

　
　▼
村
長
表
彰

（
１
）
表
彰
状

第
２
分
団
長	

早
坂　

学

第
６
分
団
長	

門
脇
和
宏

第
１
分
団
長	

中
島
博
登
志

（
２
）
感
謝
状

第
４
分
団
第
１
部　

清
水　

清

第
１
分
団
第
２
部　

半
田
浩
美

第
１
分
団
第
２
部　

早
坂
広
行

第
６
分
団
第
２
部　

中
島
美
信

第
１
分
団
第
２
部　

佐
藤
勝
史

第
１
分
団
第
１
部　

長
南
祐
平

第
２
分
団
第
１
部　

國
分
大
市

第
４
分
団
第
１
部　
五
十
嵐
大
輔

▼
消
防
団
長
表
彰

（
１
）
優
良
消
防
団
員
表
彰

第
１
分
団
第
２
部　

早
坂
広
行

第
１
分
団
第
１
部　

柴
田
浩
充

第
１
分
団
第
３
部　

早
坂
憲
浩

第
２
分
団
第
１
部　

國
分
祐
也

第
２
分
団
第
２
部　

柿
崎
直
樹

第
３
分
団
第
１
部　

國
分
哲
也

第
４
分
団
第
１
部　

加
藤　

聡

第
４
分
団
第
２
部　

斉
藤
美
弥

第
５
分
団
第
１
部　

佐
藤
秀
樹

第
６
分
団
第
１
部　

佐
藤
一
隆

第
６
分
団
第
２
部　

佐
藤
将
美

第
７
分
団
第
１
部　

早
坂　

新

（
２
）
優
良
消
防
団
員
表
彰

第
１
分
団
第
１
部　

矢
作
博
章

第
２
分
団
第
１
部　

國
分
智
博

第
３
分
団
第
１
部　

佐
藤
陽
一

第
４
分
団
第
２
部　

片
見　

進

第
６
分
団
第
２
部　

石
川
竜
美

第
７
分
団
第
１
部　

長
南
正
寿

（
３
）
永
年
勤
続
者
表
彰

○
40
年

副
団
長　
　
　
　
　

須
藤
敏
彦

○
30
年

第
２
分
団
第
２
部　

古
瀬
照
良

第
５
分
団
第
１
部　

柿
崎
雄
司

○
25
年

第
２
分
団
長	

早
坂　

学

第
２
分
団
第
１
部　

早
坂
昇
一

第
２
分
団
第
２
部　

土
田
義
勝

第
２
分
団
第
１
部　

早
坂
吉
富

第
７
分
団
第
１
部　

長
南
正
寿

（
２
）
家
族
功
労
者
表
彰

沼
の
台	

三
原
有
希
子（
藤
美
也
）

　

塩　
　

柿
崎　
　

愛（
清
彦
）

（
３
）
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

大　

坪　

早
坂　

千
鶴　

白
須
賀　

早
坂　

春
美　

通　

り　

国
分　

玉
子　

通　

り　

国
分
千
恵
美　

通　

り　

後
藤　

敏
美　

赤　

松　

柿
崎
か
お
る　

烏　

川　

大
竹　

幸
枝

（
４
）
優
良
ポ
ン
プ
管
理
表
彰

第
３
分
団
第
１
部
第
１
班（
作
の
巻
）

第
７
分
団
第
１
部
第
２
班（
肘
折
）

※
敬
称
略
。
な
お
、
階
級
は
平
成

26
年
度
現
在
の
も
の
で
す
。

│
平
成
26
年
度
消
防
関
係
表
彰
受
賞
者
一
覧
│
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10
名
の
議
員
決
ま
る

大
蔵
村
議
会
議
員
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
蔵
村
長
選
挙
が
、

４
月
21
日
（
火
）
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
職
の
加
藤
正
美
氏（
大
坪
／ 

64
歳
）

以
外
に
立
候
補
の
届
け
出
は
な
く
、
４
年

前
と
同
様
、
無
投
票
で
再
選
が
決
定
し
ま

し
た
。
４
月
27
日
（
月
）
に
は
、
役
場
会

議
室
に
お
い
て
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ

れ
、
菅
野
村
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
証
書

が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ	

大
蔵
村
長　

加
藤
　
正
美

　

私
は
、
こ
の
度
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
か
ら
力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
、
無
投
票
当

選
と
い
う
身
に
余
る
光
栄
に
浴
し
ま
し
て
、
引
き
続
き
三
期
目
の
村
政
を

担
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

村
民
の
皆
様
が
お
寄
せ
下
さ

い
ま
し
た
厚
い
信
頼
と
ご
期
待
に
お
応
え
す
る
べ
く
、
八
年
前
の
初
心
に

立
ち
返
り
、
新
た
な
決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
大
蔵
村
の
発
展
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
た
め
誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
村
政
運
営
に
お
け
る
基
本
姿
勢
と
し
て
、
村
民
の
皆
様
の
知
恵

と
行
動
力
に
よ
っ
て
着
実
に
村
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
と
の
思
い
の

基
、
村
長
就
任
以
来
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
「
直
接
対
話
に
よ
る
住
民
総
参

加
の
村
政
」
を
揚
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
基
本
姿
勢
を
踏

襲
し
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
地
方
創
生
に
向
け
た
緊
急
的
な
取
組
み
と
し
て
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
示
さ
れ
た
地
域
消
費
換
起
・
生
活
支

援
型
事
業
を
、
村
と
し
て
も
積
極
的
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
自
立
応
援
施
策
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
「
地
域
お
こ
し

企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
事
業
に
取
組
む

と
と
も
に
、
定
住
自
立
圏
構
想
な
ど
を
通
じ
て
、
最
上
８
市
町
村
が
協
力

し
て
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
む
ら
美
し
く
・
人
い
き
い
き
・
キ
ラ
リ
お

お
く
ら
」
を
実
現
す
る
た
め
、
村
民
の
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
指
導
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

「
共
育
・
協
育
・
そ
し
て
、今
日
育
」

	

教
育
長　

有
馬
　
眞
裕

　

こ
の
た
び
、
加
藤
正
美
村
長
並
び
に
５
月
村
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
教
育
長
の
任
命
同
意
を
賜
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
教
育
の
分
野
は
大
変
幅
が

広
く
、
そ
の
内
容
も
多
々
専
門
性
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
行
政
の

未
経
験
な
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
正
直
全
て
が
不
安
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
蔵
村
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
感
謝
の
思
い
に
て
、

浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
村
の
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
向
上
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

今
、
教
育
は
少
子
化
や
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
に
伴
う
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
「
子
ど
も
た
ち
も
大
人

も
、
地
に
足
を
し
っ
か
り
つ
け
て
成
長
で
き
る
教
育
の
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
「
共
育
・
協
育
・
今
日
育
」
と
い
う
思
い

の
も
と
に
『
教
育
』
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
共
育
～
子

ど
も
と
大
人
が
、
共
に
育
み
（
は
ぐ
く
み
）
合
う
。
協
育
～
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
連
携
し
協
働
し
な
が
ら
子
ど
も
を
育
み
合
う
、
今
日
育
～
子
ど
も

た
ち
も
大
人
た
ち
も
持
っ
て
い
る
力
が
ひ
と
つ
で
も
少
し
で
も
育
み
合

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
急
が
ず
じ
っ
く
り
と
今
日
一
日
、
一
日
を
積
み

重
ね
合
う
今
日
を
育
み
合
う
。
大
蔵
村
だ
か
ら
こ
そ
育
み
合
え
る
教
育

を
、
丁
寧
に
進
め
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
教
育
委
員
会
制
度
の
改
革
に

と
も
な
い
、
そ
の
職
務
に
つ
い
て
一
層
の
責

任
と
先
見
性
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
村
民
皆
様
方
の
更
な
る
ご
指
導
と

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
蔵
村
長
選
挙
と
同
日
に
告
示
さ
れ
た

村
議
会
議
員
選
挙
は
、
定
数
10
人
に
対
し

11
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。
村
民
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
選
挙
の
た
め
投
票
率
は
高

く
、
8
7
･
0
0
％
で
し
た
。

　

５
月
１
日
（
金
）
に
招
集
さ
れ
た
初
議

会
で
、
議
長
に
鈴
木
君
德
氏
、
副
議
長
に

加
藤
忠
己
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
４
年
間
、
村
議
会
を
担
う
議
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

議　

長

　

鈴
木
君
德
（
大　

坪　

71
歳　

④
）

　

副
議
長　

加
藤
忠
己
（
白
須
賀　

64
歳　

②
）

早
坂
民
奈
（
白
須
賀　

62
歳　

①
）

佐
藤
雅
之
（
肘　

折　

42
歳　

①
）

矢
口　

智
（
熊　

高　

57
歳　

④
）

海
藤
邦
夫
（
清
水
二　

66
歳　

③
）

八
鍬
信
一
（
赤　

松　

64
歳　

④
）

佐
藤　

勝
（
滝
の
沢　

68
歳　

③
）

中
島
幸
夫
（
沼
の
台　

77
歳　

④
）

長
南
正
一
（
豊　

牧　

66
歳　

④
）

※
議
長
、
副
議
長
以
外
は
議
席
番
号
順
。

年
齢
は
Ｈ
27
･
4
･

26
時
点
の
も
の
。
○

数
字
は
当
選
回
数
。

　

５
月
１
日
よ
り
、
村
の
観
光
産
業
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
株
式
会
社
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
東
北
地
域
誘
客
セ
ン
タ
ー
よ
り

小
林
孝
一
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
、
大
蔵
村
観

光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
が
進
め
る
地
方
創
生
事
業

を
活
用
し
、
観
光
業
の
専
門
知
識
を
有
す

る
人
材
の
派
遣
を
求
め
、
村
独
自
の
魅
力

や
価
値
の
向
上
に
繋
が
る
業
務
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
村
に
お
い
て

観
光
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
人
材
の
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

小
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
村
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た
旅

行
商
品
の
開
発
や
人
材
育
成
な
ど
、
そ
の

手
腕
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

加
藤
村
政
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト

大
蔵
村
長
選
挙
・
・
・
無
投
票
で
再
選

５
月
２
日
よ
り

教
育
長
に
有
馬
眞
裕
氏
が
就
任

▶
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
菅
野
熟
委
員
長
よ
り
当
選

証
書
を
授
与
さ
れ
る
加
藤
正
美
村
長（
４
月
27
日
）

　

５
月
２
日
付
で
、
村
職
員
人
事
異
動
が

次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（（　

）
内
は
前
任
）

〈
異
　
　
動
〉

総
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

長
南　

悦
雄

（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

総
務
課
総
合
戦
略
担
当
課
長

　

安
彦　

加
一

（
総
務
課
長
）

危
機
管
理
室
長
兼
危
機
対
策
係
長　
　

矢
口
真
二
郎

（
総
務
課
主
幹
）

大
蔵
村
診
療
所
事
務
長　
　

早
坂　

勇
一

（
危
機
管
理
室
長
兼
危
機
対
策
係
長
）

〈
出
　
　
向
〉

教
育
委
員
会
教
育
次
長　
　

国
分　

浩
一

（
大
蔵
村
診
療
所
事
務
長
）

大
蔵
村

観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
紹
介
し
ま
す

　

自
然
、
温
泉
、
物
産
等
、
い
ろ
い
ろ
な

形
で
大
蔵
村
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

㈱近畿日本ツーリスト東北
地域誘客センター

小林　孝一

大
蔵
村
職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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理事長に加藤正美村長が就任
大蔵村土地改良区が設立しました

思いやりの心を育もう
人権の花運動

きれいな道でお出迎え
肘折温泉女将会 ごみ拾いボランティア

福祉避難所に指定
翠明荘と災害協定

　 4 月30日（木）、社会福祉法人大蔵福祉会翠明荘と
大蔵村が、災害時における福祉避難所指定等に関す
る協定を結びました。村地域防災計画に基づき、翠
明荘が村の福祉避難所に指定されます。これにより、
災害時に村が避難所での生活が困難な災害時要援護
者があると認める時は翠明荘に福祉避難所の開設を
要請し、要援護者の受け入れ等の協力が得られるこ
とになります。

　 5 月10日（日）、赤松生涯学習センターにおいて大
蔵村土地改良区設立総会が行われました。赤松開墾
堰、赤松堰、通り下川原堰、羽龍ポンプ場を含めて
約110haの地区面積を占め、組合員は79名。農業用
用排水施設の管理等を行う土地改良事業を実施しま
す。白須賀、清水堰土地改良区に続いての設立にな
りますが、将来的には、現在基盤整備の要望や計画
のある地区を編入し、総地区面積（受益地）300haの
土地改良区となるように取り組む予定です。そして、
村の農業産出額の拡大や適正な農地の維持管理を念
頭に、村の農業の発展と向上に寄与することを目標
としていきます。

　 4 月27日（月）、肘折温泉女将会によるごみ拾いボ
ランティアが行われました。 5 月の大型連休を前に、
きれいな道でお客さんをお迎えしようと、約15年前
から毎年行っているものです。この日は12名が参加
して、肘折トンネル付近から湯の台付近までの国道
458号沿いのごみを拾いました。皆さんは、これから
も楽しく地域に貢献できる活動をしていきたいと話
していました。大変お疲れ様でした。

　 5 月12日（火）、大蔵小・大蔵中学校の児童生徒と人
権擁護委員による人権の花運動が行われました。こ
の運動は、花を育てることを通して命の大切さを学
ぶとともに、情操を豊かにして思いやりの心を育む
ことを目的としています。子どもたちは協力し合い
ながら、花プランターに鮮やかな花苗を植栽し、学
校の玄関等に配置しました。

どうぞゆっくり
眺めでいってけろな～ じゅっきーくん、また来てね！

　 5 月17日（日）、四ヶ村の棚田の見晴台に、冬期間撤
収されていた東屋が、豊牧地区の皆さんにより設置
されました。快晴に恵まれ、棚田を吹き抜ける風が
心地よい中、東根市から山菜採りに訪れていた方々
が、ちょうどお弁当を食べていました。「眺めはいい
し、風も気持ちいくて。疲れもとれる～。」と、棚田
を眺めながら休憩されていました。棚田に訪れた際
は、ごゆっくりおくつろぎください。

　 5 月の快晴の日、蔵王温泉スキー場メインキャラ
クター「じゅっきーくん」が、大蔵村のゆるキャラ
「おおくらくん」に会いにきてくれました。同じ雪
仲間ということですぐに打ち解けた二人は、沼の台
の長沼とブナ林、豊牧の棚田を仲良く巡りました。
声には聞こえないけれど、おおくらくんはじゅっき
ーくんに、大好きな大蔵村の景色と成り立ちを一生
懸命伝えているようでした。

　肘折温泉で開催される山菜の食まつり（ 5 月16日
から 6 月14日）に先立ち、5 月13日（水）、期間中に提
供する山菜料理を決める料理発表会が、肘折いでゆ
館で行われました。
　村の豊富な山の恵み「山菜」を使ったこれまでと
は一味違う斬新な山菜料理を募集するために、主催
した村観光協会が若い感性を活かしたアイデア料理
を期待し、県立農業大学校に参加を依頼。農産加工
経営学科の学生14名と地元肘折温泉の各旅館で腕を

振るう女将会ら総勢48名が、発表会に参加しました。
　女将会から 8 品、学生から 7 品が出品された中か
ら、参加者全員による投票が行われ、それぞれ 2 品
ずつ計 4 作品が採用されました。
　選ばれた料理は、肘折温泉の全旅館でそれぞれア
レンジを加えて、宿泊者を対象に、 1 品程度を食ま
つり開催中に提供されます。この機会にぜひ、肘折
温泉に宿泊して、今しか味わえない山菜料理をお楽
しみください。

旬の山菜×若い感性×熟練の技

肘折温泉　山菜の食まつり　創作料理発表会

▲春の丼～山菜ジュレを添えて～ ▲山菜グラタン ▲春の香 ひじおりの山菜と
庄内豚のミルフィーユ

▲山菜と山形地鶏の冷風ポトフ

農大生考案！ 女将会考案！

『
地
域
力
×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来
』男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
に

６
月
23
日（
火
）～
29
日（
月
）は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
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平
成
27
年
春
の
叙
勲
に
て
、
元
消
防
団

分
団
長
の
柿
㟢
操
策
さ
ん
（
肘
折
）
が
、

消
防
功
労
と
し
て
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

柿
㟢
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
５
月
に
大
蔵

村
消
防
団
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

班
長
や
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
34

年
の
永
き
に
亘
り
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
、
柿
㟢
さ
ん
の
地
元
肘
折

は
密
集
し
た
温
泉
街
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

日
頃
よ
り
防
火
意
識
の
重
要
性
を
説
き
、

防
火
座
談
会
や
初
期
消
火
訓
練
を
実
施
し

て
予
防
消
防
に
心
血
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

他
の
模
範
と
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
功
績
が

高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
27
年
春
の
叙
勲柿

㟢
操
策
さ
ん

瑞ず

い

宝ほ

う

単た

ん

光こ

う

章し
ょ
う

を
受
章

　

そ
の
後
、
住
民
参
加
型
の
む
し
歯
予
防
事
業

「
ヘ
ル
シ
ー
テ
ィ
ー
ス
２
０
０
１
」
や
多
く
の

保
護
者
を
交
え
た
学
校
保
健
委
員
会
活
動
な
ど
、

村
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
ご
覧

の
よ
う
に
今
で
は
子
ど
も
達
の
笑
顔
輝
く
村
に

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
図
１
）

　

で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
ね
。
ど
う
や

ら
最
近
は
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
よ
う

で
す
。
近
年
、
ま
た
重
症
む
し
歯
で
苦
し
む
子

や
肥
満
児
の
増
加
な
ど
が
目
立
ち
始
め
て
い
ま

す
。
そ
の
事
を
裏
付
け
る
よ
う
に
最
新
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
（
図
２
）
で
は
、
お
や
つ
な
ど
の

食
習
慣
の
乱
れ
が
、
何
と
む
し
歯
が
多
か
っ
た

時
代
の
大
蔵
村
に
逆
戻
り
し
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
！

　

ジ
ュ
ー
ス
や
炭
酸
飲
料
を
飲
み
放
題
、
歯
に

悪
い
お
菓
子
や
ア
イ
ス
を
食
べ
放
題
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
こ
の
機
会
に
ご
家
族
み
な
さ
ん

で
食
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

と
こ
ち
ゃ
ん
の
く
つ
た
ち
は
、
み

ん
な
お
で
か
け
が
大
好
き
で
す
。
で

も
、
な
が
ぐ
つ
は
雨
が
ふ
ら
な
い
と

出
番
が
あ
り
ま
せ
ん
。
げ
た
ば
こ
の

中
で
は
、
い
ろ
ん
な
く
つ
が
と
こ
ち

ゃ
ん
と
お
出
か
け
し
た
こ
と
を
楽
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。
な
が
ぐ
つ

は
、
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 　

す
る
と
な
ん
と
、
次
の
日
雨
が
ふ

り
、
な
が
ぐ
つ
を
は
い
て
と
こ
ち
ゃ

ん
は
お
出
か
け
し
ま
し
た
。
な
が
ぐ

つ
は
、
と
て
も
う
れ
し
が
り
ま
す
。

何
日
も
雨
は
ふ
り
ま
し
た
が
、
あ
る

日
雨
は
や
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
な
が

ぐ
つ
は
、
ま
た
悲
し
い
気
持
ち
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？
梅
雨
の
季
節
に

ぴ
っ
た
り
の
お
話
で
す
。

※
中
央
公
民
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
時
間
「
４
分
」。

お
元
気
で
す
か
？

〜 

診
療
所
だ
よ
り
② 

〜

歯
の
健
康
は

　食
習
慣
か
ら
！

Ｄ
ｒ.

伊
藤
の

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
期
間
は
「
歯
と

口
の
健
康
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
大
蔵

村
の
歯
の
健
康
の
昔
と
現
在
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、 

一
昔
前
の
大

蔵
村
は
子
供
の
む
し
歯
が
と
て
も
多
く
、
検
診

結
果
で
は
ほ
ぼ
毎
年
、
県
内
最
下
位
と
い
っ
た

状
況
で
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
重
度
の
む
し
歯
に

苦
し
む
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
た
時
代
で
す
。

さ
く
・
え

　か
と
う
ま
ふ
み

「
と
こ
ち
ゃ
ん
の

　
　
　な
が
ぐ
つ
」

　

公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推

進
に
関
す
る
法
律
第
17
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
農
用
地
等
の
借
受
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。

１　

応
募
方
法

　

申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
大
蔵
村
農
業
委
員
会
に
提
出
く

だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
は
、
大
蔵
村
農
業
委
員
会

に
あ
る
他
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

２　

募
集
期
間

　
　
　

平
成
27
年
６
月
15
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
10
日
（
木
）

３　

取
り
ま
と
め
日

◦
①
平
成
27
年
８
月
31
日
（
月
）

◦
②
平
成
27
年
10
月
30
日
（
金
）

◦
③
平
成
28
年
１
月
８
日
（
金
）

◦
④
平
成
28
年
３
月
10
日
（
木
）

※
計
４
回
に
わ
た
り
取
り
ま
と
め
の
う
え

公
表
し
ま
す
。

４　

募
集
区
域

　

募
集
の
対
象
と
な
る
区
域
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
大

蔵
村
農
業
委
員
会
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

借
受
け
を
希
望
す
る
区
域
が
２
以
上

あ
る
場
合
は
、
募
集
区
域
ご
と
に
申
込

み
が
必
要
と
な
り
、
借
受
希
望
区
域
が

他
市
町
村
の
場
合
は
、
当
該
市
町
村
に

申
込
み
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５　

申
込
み
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

①
平
成
28
年
度
か
ら
の
農
地
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、
３
回
目
の
取
り

ま
と
め
日
（
平
成
28
年
１
月
８
日
）

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

②
応
募
の
一
部
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
公
表
し
ま
す
の
で
、
ご
承
諾

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
用
地
等
の
貸
付
希
望
者（
出
し
手
）

の
申
し
出
を
受
付
し
ま
す

◎
応
募
方
法

　

申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
大
蔵
村
農
業
委
員
会
に
提
出
く

だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
は
、
大
蔵
村
農
業
委
員
会

に
あ
る
他
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�

問
合
せ
先�　

　

大
蔵
村
農
業
委
員
会 

☎
75
-２
１
０
５

　
公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
3
3
-6
3
1
-0
6
9
7

http://w
w
w
.yam

agata-nogyo-sc.
or.jp

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用
地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

▲村をあげた取り組みが功を奏し、小学校と中学校
では平成22年から連続して表彰されるまでにな
りました

▲子供たちが「夜に甘いおやつを食べる率」の変化
（アンケート結果から）

７
月
５
日（
日
）は
、県
民
河
川
愛
護
デ
ー
で
す
。

河
川
流
域
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
護
司
に

八
鍬
市
子
さ
ん

（
烏 

川
）

５
月
16
日
付　
　
　
　

法
務
大
臣
よ
り
委
嘱

　保護司は、犯罪をした人や非行のあ
る少年の立ち直りを支えるボランティ
アです。保護観察官と協力して、主に
保護観察、生活環境調整、犯罪予防活
動を行い、更生保護を支えます。更生
保護は地域の中で行われるため、その
人を取り巻く地域社会の事情をよく理
解した上で行われなければ効果があり
ません。このため、その事情に詳しく、
人格及び行動について社会的信望があ
るなどの要件が備わった方に委嘱され
るもので、任期は２年となります。
　どうぞよろしくお願いします。

図1

図2

６
月
13
日（
土
）映
画「
じ
ん
じ
ん
」最
上
地
区
上
映
会

10
時
・
13
時
30
分　

新
庄
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル　
《•

•

前
売
り
１
０
０
０
円（
当
日
１
５
０
０
円
）・•

•
•

８
０
０
円
》

一
般

小
中
高
生
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児童手当受給者のみなさんへ

生活困窮者のための
『生活自立支援センターもがみ』ＯＰＥＮ！

▷現況届について
　現在、児童手当を受給している方は、年１回「現況届」を提出す
る必要があります。対象となる方には、提出用紙を事前に送付して
おりますので、内容を確認の上、忘れずに役場健康福祉課福祉係ま
で提出してください。なお、提出の時に受給者（父母等）の保険証を
提示してください。
　提出のない場合、児童手当が受給できなくなりますので、ご注意
ください。
　◎現況届提出期限　　 平成２７年６月３０日（火）
※現況届は、子育て世帯臨時特例給付金（児童手当給付児童が対象。
　児童一人につき3,000円給付）の申請書（請求書）も兼ねています。
▷定期支給について
　平成27年6月10日（水）に、中学生までのお子さんを扶養してい
る方の指定口座へ、平成27年2月分〜5月分の児童手当を振込みま
すのでご確認ください。なお、児童手当は、6月・10月・2月の年
3回の支給となります。

�問合せ �  役場健康福祉課福祉係　☎75-2104（内線275）

　生活困窮者自立支援法が４月１日施行されたことに伴い、『生活
自立支援センターもがみ』がオープンしました。
　最上地域の町村にお住まいの方で、生活するうえで経済的に困っ
たり、悩んだりしている方は、お気軽にご相談ください。専門のス
タッフが、一人ひとりの状況に合わせて支援を行います。一緒に解
決の糸口を探していきましょう。

■対象者：最上地域の町村にお住まいの方で経済的にお困りの方など
■相談料：無料（秘密は厳守します）
■窓口開設時間：平日の午前８時１５分から午後５時まで

※土日祝日は開設しておりません。
■巡回相談：スタッフが、皆様の町村にお伺いしての巡回相談も実

施します。
※巡回相談を希望する場合は、下記の相談機関に、開
催週の月曜日までに電話で事前予約をお願いします。
（月曜日が祝日の場合は、前週の金曜日まで）

�相談機関・お問い合わせ � 
生活自立支援センターもがみ　（新庄市堀端町８－３（旧友愛園））

☎32-1585　FAX32-1586

I N F O R M A T I O N

初夏のプラネタリウム
◎日時　6/24（水）25（木）26（金）

　　　　18：30～19：15
◎会場　教育研究センター
◎参加料　無料
◎申込　6/19（金）8：30～☎で受

付開始（先着43名）
□申□問	 教育研究センター	222−1033

第４回日本一さくらんぼ祭り
◎日時　6/20（土）、21（日）

11：00～16：00
◎会場　山形市七日町通り（6/20）

文翔館、山形市役所前
大通り（両日）

※詳しくは「日本一さくらんぼ祭り」
ホームページをご覧ください。
https://sakuranbomatsuri.jp/

子育て支援者養成講座
◎日時　7/1（水）～3（金）、7（火）

～9（木）　9：00～15：00
◎会場　最上総合支庁
◎対象　子育て・孫育てに役立

つことを学びたい方、子
育て支援に関わってみた
い方

◎受講料　無料
（別途テキスト代2,500円）

◎締切日　6/25（木）

※全課程修了者は「ファミサポ
もがみ協力会員」になれます。

□申□問	 NPO法人はぐくみ保育園
2080−5552−7324

危険物取扱者試験準備講習会
◎日時

丙種：7/1（水）9：00～16：00
乙種第四類：7/2（木）～3（金）

9：00～16：00
◎会場　最上広域消防本部
◎対象　危険物取扱者試験受験

のため受講を希望される方
◎受講料　丙種：1,500円

乙種第四類：2,500円
（別途テキスト代）

◎締切日　6/19（金）定員50名
※受講申込書は、消防本部・消

防署・各支署にあります。
□問	 最上地区危険物安全協会事

務局	 222−7521

山形県警察就職ガイダンス2015
◎日時　6/27（土）
　①10：00～ 女子会（女性のみ）
　②13：00～ 全体ガイダンス
◎会場　山形県警察学校
◎内容　①女性警察官による講

話、フリートーク等
②採用関係説明、警察学校

説明、各部門の業務説明、
若手警察官との対話会等

◎対象者　山形県警察官Ｂ採用
試験、山形県職員（警察
行政・高卒程度）採用試
験受験を考えている方及
びその家族

◎定員　①50名　②100名
◎申込方法　電話、インターネット

（※詳細は山形県警察本
部ＨＰを参照ください。）

◎締切日　6/25（木）
□申□問	 県警察本部警務課人事係	

2023−625−0871

「山形県警察官」募集
◎受験資格　Ｓ55.4.2～Ｈ10.4.1

生まれの方で、大学（短大
除く）を卒業した方又はＨ
28.3までに卒業見込みの方
（人事委員会が同等と認め
る方を含む）

◎申込期間　6/22（月）まで
※受験案内・申込書は、新庄警

察署、駅前交番、清水駐在所、
肘折駐在所などで受け取るこ
とができます。

□問	 新庄警察署警務課	222−0110

平成27年度「税務職員採用試験
（高校卒業程度）」のお知らせ

◎受験資格　
ア）H27.4.1現在高校又は中等教

育学校を卒業した日の翌日か
ら起算して３年を経過してい
ない者及びH28.3までに卒業す
る見込の者

イ）人事院がア）に掲げる者と
同等の資格があると認める者
◎受験申込受付期間
１）インターネット申込み

H27.6.22（月）～7.1（水）
２）郵送・持参申込み

H27.6.22（月）～6.24（水）
◎第１次試験日　9/6（日）
□問	 人事院東北事務局

2022−221−2022
仙台国税局人事第二課
2022−263−1111（内線3236）

世帯数	 1,101戸	 （1,100戸）
　人口	 3,568人	 （3,602人）
　　男	 1,748人	 （1,759人）
　　女	 1,820人	 （1,843人）
　出生	 男 0人	 女 0人	 計 0人
　死亡	 1人	 3人	 4人
　転入	 9人	 4人	 13人
　転出	 11人	 7人	 18人

※平成27年4月末現在　（　）内は昨年同期

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

　

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
診
療
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
19
時
〜
21
時
30
分

休
日
診
療

【
日
曜
･
祝
日
・
12
／
31
〜
1
／
3
】

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

今
月
の
納
税（
納
期
限
６
月
30
日
）、村
県
民
税（
第
１
期
）

※
納
期
限
ま
で
忘
れ
ず
納
税
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振
替
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
役
場
窓
口
延
長 

30
日（
火
）午
後
7
時
ま
で

戸籍の窓
（4月17日～5月15日届出分）

　
お悔み申し上げます

　
 地区	  お名前（年齢）	 世帯主
白須賀	 加藤ミサ子（91）	 正　弘
上竹野	 長瀬　亀楽（89）	 俊　夫
赤 松　中島作太郎（94）	 幸　生
沼の台	 中島キヨノ（90）	 幸　男
通 り	 国分　邦雄（53）	 千恵美
熊 高	 柿﨑　　誠（82） 	 誠　
赤 松	 五十嵐喜代治（95） 	 隆　
　
○届出の際に、掲載希望の確認

を行っています。担当窓口に
お申し出ください。

5
月
の
日
誌

３
日
㈰	
◦
大
蔵
村
消
防
団
春
季
消
防
演
習

７
日
㈭	
◦
大
蔵
村
観
光
協
会
通
常
総
会

12
日
㈫	

◦
地
区
代
表
者
会
議

	

◦
人
権
啓
発
活
動「
人
権
の
花
運
動
」

13
日
㈬	

◦
農
事
代
表
者
会
議

14
日
㈭	

◦
大
蔵
村
統
計
調
査
員
協
議
会
総
会

16
日
㈯
～
６
月
14
日
㈰

	

◦
肘
折
温
泉「
山
菜
の
食
ま
つ
り
」

24
日
㈰	

◦
大
蔵
小
学
校
運
動
会

６
月
の
予
定

１
日
㈪
～
30
日
㈫

	

◦
肘
折
温
泉
渓
流
つ
り
月
間

２
日
㈫	

◦
人
権
擁
護
特
別
相
談

３
日
㈬	

◦
舟
形
町
大
蔵
村
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

６
日
㈯	

◦
大
蔵
自
然
塾

６
日
㈯
・
13
日
㈯

	

◦
温
泉
療
養
相
談

７
日
㈰	

◦
合
海
田
植
え
踊
り

◦
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
大
蔵
村
応
援

デ
ー（
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
戦
）

９
日
㈫	

◦
大
蔵
小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

９
日
㈫
・
10
日
㈬

	

◦
村
議
会
「
６
月
定
例
会
」

16
日
㈫	

◦
行
政
相
談

28
日
㈰	

◦
大
蔵
村
消
防
団
操
法
大
会

☆巡回相談日程
時間：10時〜11時30分
会場：大蔵村役場会議室

第1回	 　 6月24日（水）
第2回	 　 7月22日（水）
第3回	 　 8月27日（木）
第4回	 　 9月30日（水）
第5回	 10月28日（水）
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レシピ

うちのGOZZO

材料

このコーナーでは、地元の素材を使った
おいしい一品をレシピとともに紹介します。
ぜひお試しください♪

ご ち そ う

今月の一品 12 大根漬の炒め煮
　からしな漬の煮物

材料

レシピ

― 協力者：伝承料理を楽しむサークル「ずっくび」のみなさん ―

からしな漬の煮物

　　　•大根漬・・・・２本
　　　•しょう油・・・大さじ２
　　　•砂糖・・・・・大さじ２
　　　•小女子・・・・５０ｇ

①　大根漬は５ミリの輪切りまたは半月切りにし、
水から煮て塩分を抜き、半日位水につけておく。
②　①と小女子を入れて炒め、しょう油、砂糖で
味付けし、水分がなくなるまで炒め煮する。

大根漬の炒め煮　　　•からしな漬・・・５００ｇ
　　　•煮干し・・・・・５０ｇ
　　　•打ち豆（大豆）・５０ｇ
　　　•しょう油・・・・大さじ２
　　　•油・・・・・・・大さじ２

①　からしな漬は３㎝位に切り、水から煮て塩分を
抜く。（※塩分があるようなら半日位水につける）

②　①の水分をよくしぼり、煮干し、打ち豆を入れて、
油で炒める。

③　油がなじんだら、しょう油を入れて煮含める。

大根漬の炒め煮（左）　からしな漬の煮物（右）

※好みで
　赤とうがらしの
　輪切り少々

※好みで
　赤とうがらし
　１～２本

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！

（
烏　

川
）　

八　

鍬　
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く
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